
〇頭髪服装指導はルールの解釈により、徹底されない面があったが、随時、意思統一を図ること
で改善。盗難被害あり。
〇スマホの使用については、保護者・生徒に文面で規則や指導方針を確認することで違反を激
減。
○列車マナー、挨拶などは現状ではまだ十分とはいえない。
○女子のネクタイなど一部の生徒に乱れあり。
○挨拶できない生徒の目立つ学年もある。

Ｂ

〇生徒の主体的活動を中心に据えた授業アプローチも増え、各教科において工夫する意識が見ら
れる。
〇専門家による師範授業を実施することで教員の授業改革に結びつけている。学んだことを実践
していくことが今後の課題である。
○「英語多読」授業では、生徒が読み進むのを支援するシステムを導入した。出前授業の１回目
は終了し、効果あり。「ハングル」「中国語」の授業では異文化理解や国際交流の場をもつこと
ができた。
○外部講師等連携→指導方法改善に取り組む。
○習熟クラス等への学習支援は奏功。
○タブレット利用率低い。

〇目的別クラス編成は、各教科とも授業や課題に工夫をし、学習習慣確立や学力向上に資するな
ど機能している。
〇探究型学習の導入に向けて準備が進められている。
○現段階でのＣＴ出願は約７割。

○中学生向けパンフレットや運動部の紹介ビデオは発信力のある良いものができていると思われ
る。
○運動部・文化部とも多くの部活動で中国大会・全国大会出場を果たせた。
○学習は後回しで部活動だけ頑張ればよいという考えの生徒が一部見られる。
○１年次生体育クラスは学習成績上位者も多い。

○主幹教諭を中心とし、部活動顧問と担任が連携する。
○部活動と学習の両立を図るため、部活単位での集中学習に取り組む。

○生徒会活動と連携して取り組む。
○主権者教育・消費者教育等今後実施。
○環境委員を中心とした日々の清掃活動の充実。ＰＴＡ生徒合同清掃（１２
月）の充実。

○経年変化をみると、大学進学者数やセンター試験受検者数が増加しているの
で、これを継続。
○個別指導の充実。
○探究型総合学習ＷＧの活動充実。

○ＡＬ型授業を継続して実施するとともに、活動の頻度を少しずつ増してい
く。
○教科内で授業改革を目指した、教科指導研究を充実。
○通常教室でのタブレット利用を広める。

〇ボランティア活動等が、より実りあるものとなるよう丁寧な取り組みをす
る。

○盗難防止対策として教室施錠徹底と貴重品袋を活用し、貴重品預けを徹底。
○校門での挨拶指導に取り組む。
○学年集会、個別指導の徹底。

○あいさつを始め、日常の声かけなどを励行し、生徒の変化を敏感に感じるような雰囲気が醸成
されつつある。また、生活アンケート実施頻度を上げ、実態把握・問題対応に向けて報告・連
絡・相談を徹底する流れができている。
○生徒の動向・様子・変化をクラス・各分掌・部活動などで情報を共有している。
○実習や班活動を行うことで、同じクラスでも話をしたことがない生徒同士が関わることができ
ている。
○臓器移植をテーマとした人権教育講演会を実施し、奏功。
○相談室利用のメリット、必要に応じて外部機関利用を指示。

Ｂ

Ｂ

Ｂ

○ＳＮＳ被害対策・防止策等の啓発を進めたい。
○ホームルーム等で人権意識を高めるとともに、ＳＮＳ利用のマナーについて
も学ぶ機会を設ける。
○ＳＨＲや休憩の時間を大切にし、なるべく生徒に関わる時間を増やしてい
る。「社会と情報」等授業でも取り扱う。

○学力上位の生徒の学力を伸長させていない。
〇大学入試センター試験の出願率は、38.1％（75
名）であった。
○国公立大学現役進学者数は、23名（3月現在）で
あった。

〇週明けテスト不合格者減少に向けて指導を重ねているところ。
〇習熟クラスおよび希望者に提供している学習支援サービスは徐々に軌道に乗ってきている。
〇夏期セミナーでは、生徒の進路に向けて頑張る意識を喚起することができた。気持ちを継続で
きるか否かが今後の課題。
○ＣＬＡＳＳＩの活用方法検討中。
○図書貸出冊数昨年度比＋５％。
○土曜日学習会も奏功。

〇部活動加入率は高く、習熟クラスの生徒も部活と
勉強の両立に努力している。生徒は文武両道に対し
て前向きに頑張っているが、一部生徒は未だに部活
動に偏っている。
○全国大会出場者数は55名であった。
○ヨット部の国民体育大会入賞、男女ハンドボール
部や写真部等が全国大会に出場する等、部活動が活
性化している。
○「部活動に入ってしっかり頑張った」と回答する
生徒の割合が６割を超えた。

○「進路目標を定め、その実現に向けて家庭学
習を進めた」と回答する生徒の割合が５割を超
えること。

〇学年団・進路部の連携による生徒への働きかけ、
英語科による多読授業によって、学ぶ姿勢を身につ
けようと前向きな生徒が増えた。
〇「進路目標を定めその実現に向けて家庭学習を進
めた」に「あてはまる」と回答した生徒の割合は約
３割であった。
○放課後、３年団では学習室を設定し、12月時点で
30人前後の生徒が自主的に居残り学習を行った。個
人成績のみではなく、受験生としての連帯感を強め
ることができる等、効果があった。

○生徒が３年間をとおして進路目標を持ち、
その実現に向けて努力する姿の確立
○主幹教諭・教科担当者による個別面談指導
の強化
〇学習のつまづきを随時克服する体制の構築
〇週明けテストをはじめ校外模試等を大切に
する態度の確立

○「部活動に入ってしっかり頑張った」と回答
する生徒の割合が８割を超えること。

〇全国大会出場者80名を超えること。

○全国大会入賞者５名を超えること。

１．人間教育
（命の教育）を
充実

○「自分や他人を大切にすることができた」と
回答する生徒の割合が９割を超えること。

○「生徒は自分や他人を大切にすることができ
るようになった」と回答する教員の割合が９割
を超えること。

〇生徒情報を共有し，ていねいな指導，支援を意識
し、連絡即対応がおおよそできている。一方で悩み
をかかえている生徒の相談に対し、各部署の連携が
できない場面もあった。
〇性や命に対する意識が希薄な生徒や、自己肯定感
が低い生徒に対する指導のあり方を考える必要があ
る。
〇保健室と相談室の連携を密にし、事例があれば保
健部を通じて管理職及び当該学年団へ報告して対応
を図った。

〇生徒の細かな変化、気になる言動に注意を
向け、生徒一人ひとりの状況を全教職員が把
握できているという人権尊重意識の高い職場
〇人間教育全体計画（仮称）を作成し、教育
環境を改善・整備
〇ＳＮＳの使用によって相手のことを非難・
否定する行為の根絶

〇悩みを抱えていたり、嫌な思いをしている生徒の声を拾える機会
を増やしていく取組を強化する。
○規範意識・人権意識は、担任だけでなくクラスや生徒に関わる副
担任・部活顧問・教科担当等多くの教員に関わることで形成される
ため、学校全体で生徒を育てる手立てを構築する。
〇ＳＮＳ上でのトラブルは必ず起こるものという前提に立ち、保護
者を含めて研修や講演の機会を増やすとともに、トラブルに巻き込
まれたときに相談できる窓口を設けたり、紹介したりする。

〇１年次生の習熟クラスを中心に生徒の学習を支援するクラウド
サービスを導入し、自ら学ぶ力を育成する。
○２年次生は、上級学校訪問や先輩との交流、民間企業へのイン
ターンシップ等の取組をとおして、学ぶ意欲（「なぜ学ぶのか」を
徹底する）の向上を図る。
○３年次生は習熟クラスを中心に土曜日学習会を開催し、大学受験
に対応できる学力を育成する。
○現在の生徒の状況から考えると学校内で放課後等の時間に学習場
所を確保することは必要である。しかし、どこかのタイミングで自
宅で取り組むことができるような方策を検討する。
○週明けテストの優秀者を学期ごとに表彰する等、生徒のモチベー
ションを上げるような取組を実施する。

２．学ぶ姿勢を
確立して目指す
進路を実現

〇学習・部活動の両立ができるよう、顧問・担任・進路で情報共有
し生徒の進路実現を支援する。
〇校外模試対策（模試の振返り）等の充実を図り、受験に対する意
識を高める。
〇目的別クラス編成に応じた授業展開を推進し、ノート点検・副教
材・小テスト等を多角的に授業に取り入れ、授業を基軸とした学習
習慣を確立する。
○総合的な学習の時間の見直しを図り、平成31年度２年次生から探
究型の学習を導入する。

○ボランティア活動に参加する生徒の数が増加
すること。

○スクールプロジェクト等の異校種間交流（連携）
や、地域に要望に応えて地域に出て行く文化部活動
の取組も充実している。
〇ボランティア活動，学校周辺清掃、部活動等の取
組をとおして、地域との連携が進んでいる。
〇ボランティア活動に参加した生徒はのべ49名で
あった。
〇１年次生対象の企業から学ぶ、キャリア教育の新
しい取組は、生徒も企業側もとても良い印象で終え
ることができ有意義なものとなった。

○地域のボランティア活動への積極的な参加
〇部活動において地域の人材の力を借りた
り、生徒が小中学生に学習やスポーツを指導
したりすることで地域の信頼を獲得
〇キャリア教育において、児童・学生・大人
等と関わりを深め、価値観の異なる他者との
コミュニケーションを図る力を育成

〇境高スクールプロジェクトを年６回実施する。
〇１年次生キャリア研修では、地域の企業等から講師を招き、将来
地域の発展に貢献する意欲を育てる。
〇キャリア教育全体計画の改善をすすめ、各事業の目的を一層明確
化し、共通認識のもとで行う指導を徹底する。

○大学入試センター試験の出願率が７割を上回
ること。

○国公立大学現役進学者数が30名を超えるこ
と。

○キャリア教育全体計画に基づいた明確な進
路目標を設定
〇３年間を見通した指導による進路希望の実
現
〇習熟クラス等の目的別クラス編成に応じた
丁寧できめ細やかな学習指導の実践

３．部活動の振
興を基軸とした
チーム境高意識
の高揚

〇環境委員の活動をとおして、ゴミ減量に向けて努力をし、成果を上げている。
○考査終了時、学校周辺清掃を実施、奏功。
○保健委員をとおして毎日の健康観察実施、奏功。

〇ＳＨＲ等で取り組みの姿勢を促す。

〇学ぶ意欲の向上には、継続して取り組む。

〇進路指導部と担任が連携し、具体的な材料を提供。

○主権者教育、消費者教育、環境教育等の取組
をとおして、社会人講師（地域で活躍する大人
等）の話を聞く機会を10回以上設定すること。

○ゴミの分別・減量化について、平成25年度と
の比較で継続して減量を実現すること。

○「授業の内容に興味がわき、理解が深まっ
た」と回答する生徒の割合が８割を超えるこ
と。

○タブレット端末等のＩＣＴを活用した生徒主
体の授業を８割以上の教員が実践すること。

〇中国語，ハングルを選択している生徒が国際交流
やコンテストに参加する等、意欲的に取り組む姿が
見られた。
○県外で開催された授業改革のための教科別の研修
に４名が参加、先進校や高大接続改革のセミナーに
は、のべ13名を派遣し、その成果を校内の授業改革
に還元した。

○アクティブラーニング型授業を取り込んだ
授業研究会並びに授業参観週間での各教科代
表による公開授業の定着
〇カリキュラム改革の推進し、習熟クラスを
充実
○新大学入試に対応した進路指導のあり方を
構築

〇生徒の主体的で深い学びを実現するため、アクティブラーニング
等授業法の研修を重ね実践に活かす。
〇学校設定科目「英語多読」や「ハングル」、「中国語」の充実発
展を図るとともに、外部講師等と連携した出前授業の機会を増や
し、指導法の改善を図り、学習意欲を高める。
○専門家と協働した授業をすべての教科で実施し、教員の授業力の
向上を図る。

○「挨拶・服装等けじめのある学校生活ができ
た」と回答する生徒の割合が８割を超えるこ
と。

○挨拶・服装・頭髪・清掃への取組など基本的生活
習慣は定着している。「挨拶・服装等けじめのある
学校生活ができた」と回答する生徒の割合も６割を
超えている。ただし、挨拶は運動部の生徒を中心に
できているが、女子の挨拶は改善が必要である。
○学年集会を幾度も行い、本校生徒のあるべき姿に
ついて考えさせ、生活態度・モラル向上を図ること
ができた。
〇１年次生４月の人間関係育成研修は生徒からの評
価も高く、効果が大きかった。

〇キャリア教育は、対象企業に学校にきてもらったり、大学訪問を計画的に進めたりして順調。
○ボランティア活動参加生徒は多い。
○台風の影響でやむなく中止せざるをえなかったスクールプロジェクトもあった。

〇社会人講師を活用した授業や特別活動を実施し、
専門家（54名）から話を聴く機会を設定することが
できた。
○進路先で生徒が困らないように、また相談できる
ように、大学入試センター試験後に専門家による講
演等を計画し、生徒が社会を生き抜く力の育成を
図った。
〇ゴミの減量化について、平成25年度との比較で
32.3％減（２月現在）を実現できた。

○生活指導と結びついた体験的な教育活動の
活性化
〇社会に参画する力の育成
〇生徒が主体となって取り組む学校環境の整
備

○ボランティア活動への参加を奨励するなど、生徒が学校とは異な
る集団の中で自己を表現する場面を設定する。
〇校外のゴミ拾いだけでなく、トイレの徹底掃除・教室の換気等、
生徒を校内環境改善の先頭に立たせる活動を増やす。
○学校祭は生徒会執行部を中心に、さらに生徒主体の自主活動を充
実させる。
○県教委事業（生徒と社会がつながる教育推進事業）と連携するな
ど社会人講師の活用の充実を図る。
〇日々の清掃活動や学校周辺清掃の徹底、ゴミの分別・減量化を引
き続き推進する。（平成25年度との比較で６％減の実現）
〇健康観察等の充実と適宜声かけ等、親身な指導を推進する。

〇主幹教諭等を中心に生徒が部活動と学習活動の両立を図ることが
できるよう、部活動だけに偏るような生徒については意識変容を図
る。
〇外部指導者の充実を図るとともに、施設・設備等の充実を推進
し、部活動にしっかり取り組める教育環境を整える。
〇中学生向けパンフレットの作成や運動部の紹介ビデオ作成によ
り、地域・全国へのＰＲ活動を推進する。
○１年次体育クラスに専門的な講師を招いて、部活動に対する関
心・意欲の向上を図る。

○挨拶の励行、服装・清掃指導等の徹底
〇人間性やコミュニケーション能力の向上
〇けじめある生活態度の確立
○情報モラル教育の充実

〇生徒の自主活動を促し、生徒活動の充実を図る。
〇服装・頭髪・挨拶等について生徒の自覚を高め、服装再指導によ
る個別指導の徹底を図る。
〇交通規則（法規）遵守、携帯電話・スマホ等使用上のモラルの向
上を図る。
〇整理整頓、貴重品管理等、日常の生活意識の向上を図る。

〇部活動の充実による特色ある教育の実践
〇文武両道の活力があり地域の誇りとなる普
通科高校として存在
○県トップレベルの実績を持つ部活動を維持
育成し、学校内外に活力ある境高を発信

評　価　結　果（中間評価）　　　

評価項目 評価の具体項目 現状（２９年度の実績から） 目標（３０年度の目指す姿） 目標達成のための方策 達成状況 評価 改善方策

４．基本的生活
習慣の確立とコ
ミュニケーショ
ン力の向上

平　成  ３０  年　度　　自　己　評　価　表　
鳥取県立境高等学校　平成30年10月10日現在　　　　　

中長期目標
（学校ビジョン）

２１世紀に生きる社会人として、生きる力と豊かな人間性を育成する。

・多様な生徒に応じた教育課程・クラス編成等により、学力の向上と進路を実現する。
・切磋琢磨し、自己の多様な能力・適性を発見して才能の開花を図る。
・地域に信頼され、地域の期待に応え、地域を支える学校づくりをすすめる。

今年度の
重点目標

１．人間教育（命の教育）を充実

２．学ぶ姿勢を確立して目指す進路を実現

３．部活動の振興を基軸としたチーム境高意識の高揚

４．基本的生活習慣の確立とコミュニケーション力の向上校訓　「文武両道」「質実剛健」

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初


